
公立大学法人長野大学教員年度別業績評価要綱 

令和３年綱第１号 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、長野大学教員の教育研究活動等の向上を促進し、もって長野大学の理 

念及び目標を達成することを目的とした教員年度別業績評価（以下「年度別業績評価」と

いう。）の実施に関し、必要な事項を定める。 

（評価対象者） 

第２条 評価対象者は、公立大学法人長野大学就業規則第２条第３項に規定する教員及び

公立大学法人長野大学有期雇用職員就業規則第２条第１項第１号から第３号に規定する

教員とする。ただし、学長が年度別業績評価実施の必要性が無いと判断した者はこの限り

ではない。 

（評価の方法） 

第３条 年度別業績評価は、領域別評価と総合評価により実施する。 

２ 年度別業績評価は、学部及び附属機関（以下、「部局」という。）を実施単位として行う。 

３ 副学長及び学部長、附属機関の長を対象とした評価方法は、別に定める。 

４ 領域別評価及び総合評価では、十分に評価することができないと学長が判断した教員の

評価方法については、学長が別に定める。 

（領域別評価） 

第４条 前条に規定する領域別評価は、「教育」「研究」「大学運営」「社会・地域貢献」の４

領域について評価項目を定めて実施する。 

２ 領域別評価は、別表第１に定める評価点により決定する。 

（総合評価） 

第５条 第３条に規定する総合評価は、前条の規定による領域別評価への重みづけを行い

算定された４領域の合計点を用いて別表第２により決定する。 

（評価基準） 

第６条 領域別評価及び総合評価の評価項目等の基準については別に定める。 

（実施手続き） 

第７条 部局長は、部局における評価対象者の重みづけを設定し、業績申告書（様式第 1号）



の作成と提出を指示する。 

２ 前項の指示を受けた者は、部局長が定める期日までに業績申告書を作成し、部局長へ提

出しなれければならない。 

３ 部局長は、部局における評価対象者全員から業績申告書の提出をうけた後、遅滞なく業

績申告書の点検を行い、領域別評価及び総合評価を作成し、その結果を評価対象者に内

示する。その後、評価結果を学長に提出する。 

４ 学長は、部局長の評価結果を基に学長評価を行い、最終評価を決定する。その際、必要

に応じて人事委員会に対して意見聴取を行うこととする。 

（評価結果の通知） 

第８条 学長は評価終了後、評価結果を部局長に報告する。 

２ 部局長は、部局の評価対象者へ次に掲げる内容をもって評価結果を文書（様式第２号）

にて通知する。 

（１） 領域別評価の結果

（２） 総合評価の結果

（３） 評価結果に係る部局長所見

（改善活動） 

第９条 前条第２項による通知を受けた者は、自身の活動状況等を改めて点検し、自ら教育

研究活動等の改善（以下「改善活動」という。）に努めなければならない。 

２ 部局長は、改善活動を支援するとともに、部局全体での教育研究活動等の改善に努め、

その向上を図るものとする。 

（不服申立て） 

第１０条 第８条第２項に規定する通知を受けた者は、自身の評価結果に不服があるとき

は、人事委員会に不服を申し立てることができる。 

２ 前項に規定する不服申立てを行う者は、不服申立書（様式第３号）を、通知を受けた日

から１４日以内に人事委員会委員長に提出するものとする。 

（審査） 

第１１条 人事委員会委員長は前条に規定する不服申立書の提出があったときは、速やか

に人事委員会を開催し、審査を行うものとする。 

２ 人事委員会は、当該不服申立ての内容を審査し、理由があると認めるときは部局長に再

評価の実施を指示し、理由が無いと認めるときはこれを却下するものとする。 

３ 人事委員会委員長は、前項の規定による審査結果を不服申立者及び部局長へ文書によ

り通知するものとする。 



（再評価） 

第１２条 部局長は、前条第２項の規定による再評価の指示を受けたときは、その指示内容

に基づき遅滞なく再評価を実施し、再評価結果を人事委員会委員長に提出する。 

２ 人事委員会は、前項に規定する再評価結果を点検し、その点検結果を基に再度総合評価

を行い学長に提出する。 

３ 学長は、再評価結果を決定後、部局長に報告する。 

４ 部局長は、不服申立者に対して再評価結果を文書（様式第４号）により通知する。 

（評価結果の分析及び公表） 

第１３条 人事委員会は、第１条に規定する目的を達成するために、毎年度、評価結果を総

合的に分析するものとする。 

２ 学長は、評価結果の分析結果を教育研究審議会及び理事会に報告しなければならない。 

３ 評価結果の分析結果は、教育研究審議会及び理事会に報告後、原則公表するものとする。

ただし、評価対象者個人の評価結果は公表しない。 

（その他） 

第１４条 年度別業績評価の内容については、定期的に検証を行い、必要な見直しを行う。 

（補則） 

第１５条 この要綱の実施に関し、必要な事項は理事長が定める。 

附 則 

  この要綱は、令和３年２月２４日から施行する。 



別表第１（第４条第２項関係） 

領域別評価 評価内容 領域ごとの評価点（50点満点） 

a 特に優れている 41～50 

b 優れている 31～40 

c 規準に達している 21～30 

d 改善の余地あり 11～20 

e 改善を要する 0～10 

別表第２（第５条関係） 

総合評価 評価内容 ４領域の合計点（200点満点） 

Ａ 特に優れている 161～200 

Ｂ 優れている 121～160 

Ｃ 規準に達している 81～120 

Ｄ 改善の余地あり 41～80 

Ｅ 改善を要する 0～40 



評
価
対
象
年
度
：

年
度
（
1
年
間
）

評
価

分
野

評
価
項
目

評
価

(ポ
イ
ン
ト
)

評
価
基
準

自
己
算

定
点

部
局
長

算
定

調
整
点

平
準
化
後

Ａ

（
1
0
）

授
業
目
標
の
達
成
に
向
け
て
大
き
な
成
果
を
得
て
い
る
と
判
断
で
き
る

Ｂ

（
8
）

授
業
目
標
の
達
成
に
向
け
て
成
果
を
得
て
い
る
と
判
断
で
き
る

Ｃ

（
6
）

授
業
目
標
の
達
成
に
向
け
て
工
夫
し
て
い
る
と
判
断
で
き
る

Ｄ

（
3
）

授
業
目
標
の
達
成
に
向
け
て
の
工
夫
が
不
足
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る

Ｅ

（
0
）

授
業
目
標
の
達
成
に
向
け
て
の
工
夫
が
な
く
、
改
善
を
要
す
る

Ａ

（
1
0
）

年
間
6
コ
マ
以
上
（
語
学
担
当
教
員
に
つ
い
て
は
7
コ
マ
以
上
。
再
雇
用
教
員
、
特
任
教
員
等
の
個
別
の
契
約
で
持
ち
コ
マ
数
を

定
め
て
い
る
教
員
に
つ
い
て
は
そ
の
コ
マ
数
＋
1
コ
マ
以
上
）
の
授
業
を
担
当
し
た

Ｂ

（
8
）

年
間
5
.5
コ
マ
以
上
（
語
学
担
当
教
員
に
つ
い
て
は
6
.5
コ
マ
以
上
。
再
雇
用
教
員
、
特
任
教
員
等
の
個
別
の
契
約
で
持
ち
コ
マ
数

を
定
め
て
い
る
教
員
に
つ
い
て
は
そ
の
コ
マ
数
＋
0
.5
コ
マ
以
上
）
の
授
業
を
担
当
し
た

Ｃ

（
6
）

年
間
5
コ
マ
以
上
（
語
学
担
当
教
員
に
つ
い
て
は
6
コ
マ
以
上
。
再
雇
用
教
員
、
特
任
教
員
等
の
個
別
の
契
約
で
持
ち
コ
マ
数
を

定
め
て
い
る
教
員
に
つ
い
て
は
そ
の
コ
マ
数
以
上
）
の
授
業
を
担
当
し
た

Ｄ

（
3
）

年
間
5
コ
マ
未
満
（
語
学
担
当
教
員
に
つ
い
て
は
6
コ
マ
未
満
。
再
雇
用
教
員
、
特
任
教
員
等
の
個
別
の
契
約
で
持
ち
コ
マ
数
を

定
め
て
い
る
教
員
に
つ
い
て
は
そ
の
コ
マ
数
未
満
）
の
授
業
を
担
当
し
た

Ｅ

（
0
）

年
間
4
コ
マ
未
満
（
語
学
担
当
教
員
に
つ
い
て
は
5
コ
マ
未
満
。
再
雇
用
教
員
、
特
任
教
員
等
の
個
別
の
契
約
で
持
ち
コ
マ
数
を

定
め
て
い
る
教
員
に
つ
い
て
は
そ
の
コ
マ
数
か
ら
-1
コ
マ
し
た
コ
マ
数
未
満
）
の
授
業
を
担
当
し
た

Ａ

（
1
0
）

授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
を
活
用
し
た
授
業
改
善
が
い
く
つ
か
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
根
拠
が
複
数
示
さ
れ
て
い
る
。

Ｃ

（
6
）

授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
を
活
用
し
た
授
業
改
善
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
根
拠
が
示
さ
れ
て
い
る
。

Ｅ

（
0
）

授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
を
活
用
し
た
授
業
改
善
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
改
善
を
要
す
る

Ａ

（
1
0
）

大
学
教
育
の
方
法
・
実
践
に
関
す
る
発
表
・
講
演
・
テ
キ
ス
ト
の
執
筆
等
ま
た
は
担
当
授
業
科
目
の
改
善
に
関
す
る
取
り
組
み

を
2
件
以
上
公
表
し
た

Ｂ

（
8
）

大
学
教
育
の
方
法
・
実
践
に
関
す
る
発
表
・
講
演
・
テ
キ
ス
ト
の
執
筆
等
ま
た
は
担
当
授
業
科
目
の
改
善
に
関
す
る
取
り
組
み

を
公
表
し
た

Ｃ

（
6
）

F
D
委
員
会
活
動
に
参
加
し
、
教
育
方
法
の
改
善
に
取
り
組
ん
だ

Ｄ

（
3
）

前
年
度
に
開
催
さ
れ
た
F
D
委
員
会
活
動
の
う
ち
、
半
分
以
上
参
加
し
て
い
な
い

Ｅ

（
0
）

前
年
度
に
開
催
さ
れ
た
F
D
委
員
会
活
動
に
1
回
も
参
加
し
て
い
な
い

Ⅴ
．
部
局
長
調
整

以
下
に
該
当
す
る
事
項
が
あ
る
場
合
は
、
内
容
を
客
観
的
か
つ
簡
潔
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

①
上
記
Ⅰ
～
Ⅳ
だ
け
で
は
評
価
で
き
な
い
教
育
に
関
す
る
評
価
す
べ
き
事
項

②
前
年
度
の
評
価
を
受
け
て
改
善
し
た
事
項

部
局
長
は
上
記
に
つ
い
て
0
～
1
0
点
の
範
囲
内
で
加
点
す
る
。

Ａ
：
特
に
優
れ
て
い
る
　
Ｂ
：
優
れ
て
い
る
　
Ｃ
：
規
準
に
達
し
て
い
る
　
Ｄ
：
改
善
の
余
地
あ
り
　
Ｅ
：
改
善
を
要
す
る

0
0

0

領
域
別
評
価
　
教
育
分
野

Ⅰ
．
担
当
科
目
の
授
業
目
標
の
達
成
状
況

担
当
科
目
の
授
業
目
標
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ポ
リ
シ
ー
を

踏
ま
え
て
、
担
当
授
業
科
目
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
工

夫
を
行
い
、
ど
の
よ
う
な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

た
か
に
つ
い
て
、
最
大
３
項
目
ま
で
記
載
す
る
。
簡
潔

か
つ
客
観
的
な
成
果
に
つ
い
て
記
載
す
る
。

Ⅱ
．
授
業
実
績

昨
年
度
の
授
業
実
績
（
実
施
時
期
（
通
年
、
前
期
、
後

期
の
別
）
、
授
業
科
目
名
、
コ
マ
数
、
分
担
者
数
）
を

記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
複
数
の
教
員
で
分
担
し
て
い
る

授
業
に
つ
い
て
は
、
コ
マ
数
を
分
担
者
数
で
除
し
た
数

を
カ
ウ
ン
ト
し
て
く
だ
さ
い
。
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
の
も

の
に
つ
い
て
は
、
1
5
回
実
施
で
0
.5
コ
マ
と
し
て
く
だ
さ

い
。

Ⅲ
．
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
の
活
用
状
況

①
前
年
度
の
授
業
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
点
が
評
価
さ

れ
た
か
。
②
前
年
度
の
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
今
年

度
ど
の
よ
う
に
改
善
・
活
用
す
る
か
。
③
前
々
年
度
の

授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
で
改
善
を
要
し
た
点
に
つ
い
て
、
前

年
度
ど
の
よ
う
な
改
善
を
行
っ
た
か
。
①
～
③
に
つ
い

て
簡
潔
か
つ
客
観
的
な
成
果
を
記
載
す
る
。

Ⅳ
．
Ｆ
Ｄ
活
動
に
関
す
る
状
況

参
加
し
た
F
D
活
動
の
参
加
日
時
、
会
の
タ
イ
ト
ル
等
を

記
載
。
F
D
活
動
に
関
す
る
発
表
等
を
行
っ
た
場
合
は
発

表
日
時
、
会
の
タ
イ
ト
ル
、
発
表
内
容
を
簡
潔
に
記
載

す
る
。

教
育
分
野
　
計

教
育

申
告
内
容

(1
)

(2
)

(3
)

記
載
例

(1
)前

期
　
〇
〇
概
論
　
0
.5
コ
マ

(2
)通

年
　
〇
〇
論
　
1
コ
マ
　
分
担
者
数
：
2

・ ・ ・部
局
等
名
：

職
位
：

氏
名
：

㊞

① ② ③ ・ ・ ・

様式第1号(第７条第１項関係）



部
局
等
名
：

評
価
対
象
年
度
：

年
度
～
　
　
年
度
（
3
年
間
）

氏
名
：

㊞

評
価

分
野

評
価
項
目

評
価

評
価
基
準

申
告
内
容

自
己
算

定
点

部
局
長

算
定
点

調
整
点

平
準
化
後

Ａ

（
2
0
）

過
去
3
年
間
の
実
績
が
1
0
ポ
イ
ン
ト
以
上

論
文
等
の
タ
イ
ト
ル
、
単
共
著
の
別
、
担
当
頁
数
、
刊
行
元
、
刊
行
年
月
を
そ
れ
ぞ
れ
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｂ

（
1
6
）

過
去
3
年
間
の
実
績
が
8
ポ
イ
ン
ト
以
上

Ｃ

（
1
0
）

過
去
3
年
間
の
実
績
が
6
ポ
イ
ン
ト
以
上

Ｄ

（
6
）

過
去
3
年
間
の
実
績
が
3
ポ
イ
ン
ト
以
上

Ｅ

（
0
）

過
去
3
年
間
の
実
績
が
3
ポ
イ
ン
ト
未
満

Ａ

（
1
0
）

過
去
3
年
間
に
学
術
団
体
等
に
お
い
て
、
研
究
発
表
や
講
演
等
を
5
回
以
上
行
っ
て
い
る
。
ま
た
は
、
過
去
3
年
間

に
国
際
的
な
学
術
団
体
等
に
お
い
て
研
究
発
表
や
講
演
等
を
行
っ
た
。

Ｂ

（
8
）

過
去
3
年
間
に
学
術
団
体
等
に
お
い
て
、
研
究
発
表
や
講
演
等
を
4
回
以
上
行
っ
て
い
る

Ｃ

（
6
）

過
去
3
年
間
に
学
術
団
体
等
に
お
い
て
、
研
究
発
表
や
講
演
等
を
3
回
以
上
行
っ
て
い
る

Ｄ

（
3
）

過
去
3
年
間
に
学
術
団
体
等
に
お
い
て
、
研
究
発
表
や
講
演
等
を
1
回
以
上
行
っ
て
い
る

Ｅ

（
0
）

過
去
3
年
間
に
学
術
団
体
等
に
お
い
て
、
研
究
発
表
や
講
演
等
を
行
っ
て
い
な
い

Ａ

（
1
0
）

過
去
3
年
間
で
科
研
費
等
外
部
資
金
の
申
請
（
継
続
中
含
む
）
を
3
件
以
上
行
っ
て
お
り
、
そ
の
3
年
間
に
基
盤
研

究
（
Ｂ
）
以
上
の
研
究
代
表
者
と
し
て
継
続
あ
る
い
は
1
件
以
上
採
択
さ
れ
た
、
ま
た
は
、
過
去
3
年
間
の
科
研

費
等
外
部
資
金
の
獲
得
金
額
が
5
0
0
万
円
以
上
で
あ
っ
た

Ｂ

（
8
）

過
去
3
年
間
で
科
研
費
等
外
部
資
金
の
申
請
（
継
続
中
含
む
）
を
3
件
以
上
行
っ
て
お
り
、
そ
の
3
年
間
に
研
究
代

表
者
と
し
て
継
続
あ
る
い
は
1
件
以
上
採
択
さ
れ
た

Ｃ

（
6
）

過
去
3
年
間
で
科
研
費
等
外
部
資
金
の
申
請
（
継
続
中
含
む
）
を
3
件
以
上
行
っ
て
お
り
、
そ
の
3
年
間
に
研
究
分

担
者
と
し
て
継
続
あ
る
い
は
1
件
以
上
採
択
さ
れ
た

Ｄ

（
3
）

過
去
3
年
間
で
科
研
費
等
外
部
資
金
の
申
請
は
し
て
い
る
が
、
採
択
さ
れ
た
こ
と
が
な
い

Ｅ

（
0
）

過
去
3
年
間
で
科
研
費
等
外
部
資
金
の
申
請
を
行
っ
て
い
な
い

Ⅳ
．
部
局
長
調
整

以
下
に
該
当
す
る
事
項
が
あ
る
場
合
は
、
内
容
を
客
観
的
か
つ
簡
潔
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

①
上
記
Ⅰ
～
Ⅲ
だ
け
で
は
評
価
で
き
な
い
研
究
に
関
す
る
評
価
す
べ
き
事
項

②
前
年
度
の
評
価
を
受
け
て
改
善
し
た
事
項

③
特
許
、
知
的
財
産
に
関
す
る
事
項

部
局
長
は
上
記
に
つ
い
て
0
～
1
0
点
の
範
囲
内
で
加
点
す
る
。

・ ・ ・ ・

Ａ
：
特
に
優
れ
て
い
る
　
Ｂ
：
優
れ
て
い
る
　
Ｃ
：
規
準
に
達
し
て
い
る
　
Ｄ
：
改
善
の
余
地
あ
り
　
Ｅ
：
改
善
を
要
す
る

研
究
分
野
　
計

0
0

0

領
域
別
評
価
　
研
究
分
野

・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・

研
究

Ⅰ
．
学
術
論
文
の
公
表
及
び
学
術
専
門
書
の
執
筆
・
編
集
、
学

術
調
査
・
研
究
報
告
に
関
す
る
状
況

イ
ン
パ
ク
ト
フ
ァ
ク
タ
ー
付
き
の
国
際
的
な
学
術
雑
誌
等
に
掲

載
さ
れ
た
論
文
：
1
0
ポ
イ
ン
ト

全
国
規
模

(原
則
、
日
本
学
術
会
議
に
登
録
さ
れ
て
い
る
学
会
)の

学
術
雑
誌

等
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
（
査
読
有
）
：
6
ポ
イ
ン
ト

全
国
規
模

(原
則
、
日
本
学
術
会
議
に
登
録
さ
れ
て
い
る
学
会
)の

学
術
雑
誌

等
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
（
査
読
無
）
：
4
ポ
イ
ン
ト

地
方
規
模
の
学
術
雑
誌
等
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
（
大
学
紀
要
含

む
）
：
2
ポ
イ
ン
ト

調
査
報
告
書
、
研
究
報
告
書
：
1
ポ
イ
ン
ト

※
セ
カ
ン
ド
オ
ー
サ
ー
以
降
は
上
記
基
準
ポ
イ
ン
ト
の
半
分
と
す
る
。

学
術
専
門
書
の
執
筆
（
単
著
：
1
0
ポ
イ
ン
ト
、
共
著
：
4
ポ
イ

ン
ト
）

Ⅱ
．
学
会
発
表
、
講
演
に
関
す
る
状
況

発
表
名
、
会
議
（
学
会
）
名
等
、
発
表
年
月
を
そ
れ
ぞ
れ
記
載

し
て
く
だ
さ
い
。

※
原
則
と
し
て
、
日
本
学
術
会
議
に
登
録
さ
れ
て
い
る
も
の
が

対
象

Ⅲ
．
科
学
研
究
費
等
外
部
資
金
（
受
託
研
究
を
含
む
）
の
申

請
、
採
択
状
況

研
究
課
題
名
、
研
究
種
目
、
代
表
・
分
担
の
別
、
申
請
時
期
、

採
択
の
有
無
、
採
択
さ
れ
た
期
間
、
獲
得
金
額
を
そ
れ
ぞ
れ
記

載
し
て
く
だ
さ
い
。

職
位
：



部
局
等
名
：

評
価
対
象
年
度
：

年
度
～
　
　
年
度
（
3
年
間
）

氏
名
：

㊞

評
価

分
野

評
価
項
目

評
価

（
ポ
イ
ン
ト
）

評
価
基
準

申
告
内
容

自
己
算

定
点

部
局
長

算
定
点

調
整
点

平
準
化
後

Ａ
（
2
0
）

過
去
3
年
間
で
、
国
・
地
方
公
共
団
体
等
に
お
け
る
審
議
会
・
委
員
会
等
に
お
い
て
、
委
員
長
や
副
委
員
長
な
ど
重

要
な
役
割
を
1
件
以
上
担
っ
た
。
ま
た
は
、
国
・
地
方
公
共
団
体
等
に
お
け
る
審
議
会
・
委
員
会
等
に
お
い
て
委
員

を
3
件
以
上
担
っ
た
。

Ｂ
（
1
6
）

過
去
3
年
間
で
、
国
・
地
方
公
共
団
体
等
に
お
け
る
審
議
会
・
委
員
会
等
に
お
い
て
委
員
を
2
件
以
上
担
っ
た
。

Ｃ
（
1
0
）

過
去
3
年
間
で
、
国
・
地
方
公
共
団
体
等
に
お
け
る
審
議
会
・
委
員
会
等
に
お
い
て
委
員
を
1
件
以
上
担
っ
た
。
ま
た

は
、
国
・
地
方
公
共
団
体
等
が
開
催
す
る
行
事
・
会
合
等
に
2
回
以
上
参
加
し
た
。

Ｄ
（
6
）

過
去
3
年
間
で
、
国
・
地
方
公
共
団
体
等
に
お
け
る
審
議
会
・
委
員
会
等
に
関
係
し
た
こ
と
が
な
い
。
ま
た
は
、

国
・
地
方
公
共
団
体
等
が
開
催
す
る
行
事
・
会
合
等
に
1
回
以
上
参
加
し
た
。

Ｅ
（
0
）

過
去
3
年
間
で
、
国
・
地
方
公
共
団
体
等
に
お
け
る
審
議
会
・
委
員
会
等
に
関
係
し
た
こ
と
が
な
い
。
ま
た
は
、

国
・
地
方
公
共
団
体
等
が
開
催
す
る
行
事
・
会
合
等
に
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
。

Ａ
（
1
0
）

過
去
3
年
間
で
、
民
間
企
業
や
N
P
O
等
か
ら
、
専
門
知
識
に
関
す
る
相
談
等
を
受
け
、
産
学
官
連
携
の
取
り
組
み
が
3

件
以
上
あ
る
、
ま
た
は
、
指
導
・
助
言
な
ど
を
し
た
こ
と
が
6
件
以
上
あ
る
。

Ｂ
（
8
）

過
去
3
年
間
で
、
民
間
企
業
や
N
P
O
等
か
ら
、
専
門
知
識
に
関
す
る
相
談
等
を
受
け
、
産
学
官
連
携
の
取
り
組
み
が
2

件
以
上
あ
る
、
ま
た
は
、
指
導
・
助
言
な
ど
を
し
た
こ
と
が
4
件
以
上
あ
る
。

Ｃ
（
6
）

過
去
3
年
間
で
、
民
間
企
業
や
N
P
O
等
か
ら
、
専
門
知
識
に
関
す
る
相
談
等
を
受
け
、
産
学
官
連
携
の
取
り
組
み
が
1

件
以
上
あ
る
、
ま
た
は
、
指
導
・
助
言
な
ど
を
し
た
こ
と
が
2
件
以
上
あ
る
。

Ｄ
（
3
）

過
去
3
年
間
で
、
民
間
企
業
や
N
P
O
等
か
ら
、
専
門
知
識
に
関
す
る
相
談
等
を
受
け
、
指
導
・
助
言
な
ど
を
し
た
こ

と
が
1
件
以
上
あ
る
。

Ｅ
（
0
）

過
去
3
年
間
で
、
民
間
企
業
や
N
P
O
等
か
ら
、
専
門
知
識
に
関
す
る
相
談
等
を
受
け
、
指
導
・
助
言
な
ど
を
し
た
こ

と
が
な
い
。

Ａ
（
1
0
）

上
記
Ⅰ
、
Ⅱ
以
外
の
社
会
・
地
域
貢
献
活
動
に
取
り
組
み
、
大
変
重
要
な
役
割
・
成
果
を
果
た
せ
た
。

Ｂ
（
8
）

上
記
Ⅰ
、
Ⅱ
以
外
の
社
会
・
地
域
貢
献
活
動
に
取
り
組
み
、
重
要
な
役
割
・
成
果
を
果
た
せ
た
。

Ｃ
（
6
）

上
記
Ⅰ
、
Ⅱ
以
外
の
社
会
・
地
域
貢
献
活
動
に
取
り
組
み
、
役
割
・
成
果
を
果
た
せ
た
。

Ｄ
（
4
）

上
記
Ⅰ
、
Ⅱ
以
外
の
社
会
・
地
域
貢
献
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。

Ｅ
（
0
）

上
記
Ⅰ
、
Ⅱ
以
外
の
社
会
・
地
域
貢
献
活
動
に
取
り
組
ま
な
か
っ
た
。

Ⅳ
．
部
局
長
調
整

以
下
に
該
当
す
る
事
項
が
あ
る
場
合
は
、
内
容
を
客
観
的
か
つ
簡
潔
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

①
上
記
Ⅰ
～
Ⅲ
だ
け
で
は
評
価
で
き
な
い
社
会
・
地
域
貢
献
に
関
す
る
評
価
す
べ
き
事
項

②
前
年
度
の
評
価
を
受
け
て
改
善
し
た
事
項

部
局
長
は
上
記
に
つ
い
て
0
～
1
0
点
の
範
囲
内
で
加
点
す
る
。

Ａ
：
特
に
優
れ
て
い
る
　
Ｂ
：
優
れ
て
い
る
　
Ｃ
：
規
準
に
達
し
て
い
る
　
Ｄ
：
改
善
の
余
地
あ
り
　
Ｅ
：
改
善
を
要
す
る

社
会
・
地
域
貢
献
分
野
　
ポ
イ
ン
ト
計

0
0

0

職
位
：

社
会 ・

地
域

貢
献

Ⅰ
．
国
・
地
方
公
共
団
体
等
で
の
活
動
状
況

審
議
会
等
名
、
役
職
等
名
、
就
任
期
間
を
そ

れ
ぞ
れ
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

・ ・ ・ ・

Ⅱ
．
産
学
官
連
携
活
動
状
況

指
導
・
助
言
の
概
要
（
客
観
的
か
つ
簡
潔

に
）
、
指
導
・
助
言
先
の
名
称
、
実
施
時
期

を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

・ ・ ・ ・

領
域
別
評
価
　
社
会
・
地
域
貢
献
分
野

Ⅲ
．
上
記
Ⅰ
、
Ⅱ
以
外
の
社
会
・
地
域
貢
献

活
動
の
状
況

過
去
3
年
間
で
取
り
組
ん
だ
Ⅰ
、
Ⅱ
以
外
の
社

会
・
地
域
貢
献
活
動
の
概
要
・
成
果
及
び
件

数
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
A
～
E
の

自
己
評
価
を
選
ん
だ
理
由
も
お
書
き
く
だ
さ

い
。
こ
の
社
会
・
地
域
貢
献
活
動
に
は
、
学

会
等
の
活
動
、
公
開
講
座
、
受
託
事
業
、
商

品
開
発
、
地
域
づ
く
り
、
国
際
的
活
動
な
ど

が
想
定
さ
れ
ま
す
。

（
概
要
・
成
果
）

（
自
己
評
価
の
理
由
）



部
局
等
名
：

評
価
対
象
年
度
：

年
度
（
1
年
間
）

氏
名
：

㊞

評
価

分
野

評
価
項
目

評
価

(ポ
イ
ン
ト
)

申
告
内
容

自
己

算
定
点

部
局
長

算
定
点

調
整
点

平
準
化
後

Ａ

（
2
0
）

Ｂ

（
1
6
）

Ｃ

（
1
0
）

Ｄ

（
6
）

Ｅ

（
0
）

Ａ

（
1
0
）

Ｃ

（
6
）

Ｅ

（
0
）

Ａ

（
1
0
）

Ｃ

（
6
）

Ｅ

（
0
）

Ⅳ
．
部
局
長
調
整

Ａ
：
特
に
優
れ
て
い
る
　
Ｂ
：
優
れ
て
い
る
　
Ｃ
：
規
準
に
達
し
て
い
る
　
Ｄ
：
改
善
の
余
地
あ
り
　
Ｅ
：
改
善
を
要
す
る

大
学
運
営
分
野
　
ポ
イ
ン
ト
計

0
0

0

総
合
評
価

自
己
算
定
（
申
告
）
点

部
局
長
査
定
点

部
局
長
調
整
点
平
準
化
以
後
の
査
定
点

領
域
別
評
価

設
定
さ
れ
た
重
み

重
み
づ
け
後
の
部
局
長
査
定
点

総
合
評
価
に
係
る
調
整
点
（
学
長
）

※
加
点
根
拠
を
明
記

総
合
計
点

総
合
評
価

Ａ
：
特
に
優
れ
て
い
る
　
Ｂ
：
優
れ
て
い
る
　
Ｃ
：
規
準
に
達
し
て
い
る
　
Ｄ
：
改
善
の
余
地
あ
り
　
Ｅ
：
改
善
を
要
す
る

評
価
基
準

教
育

研
究

社
会
・

地
域
貢
献

計
大
学
運
営

全
学
委
員
会
の
委
員
長
（
ま
た
は
セ
ン
タ
ー
長
）
を
1
件
以
上
担
っ
た
。

全
学
委
員
会
の
室
長
を
1
件
以
上
担
っ
た
、
ま
た
は
、
全
学
委
員
会
の
委
員
及
び
学
部
委
員
会
の
委
員
を
3
件
以
上
担
っ
た

全
学
委
員
会
の
委
員
及
び
学
部
委
員
会
の
委
員
を
2
件
以
上
担
っ
た
。

全
学
委
員
会
の
委
員
及
び
学
部
委
員
会
の
委
員
を
1
件
担
っ
た
。

全
学
委
員
会
の
委
員
及
び
学
部
委
員
会
の
委
員
を
担
っ
て
い
な
い
。

入
試
の
作
問
、
採
点
に
関
す
る
取
り
ま
と
め
を
担
っ
た
、
ま
た
は
、
入
試
業
務
に
関
し
て
特
筆
す
べ
き
事
項
を
担
っ
た
。

入
試
の
作
問
、
採
点
を
1
件
以
上
実
施
し
た
。
ま
た
は
、
面
接
、
監
督
を
2
件
以
上
実
施
し
た
。

入
試
の
作
問
、
採
点
、
面
接
、
監
督
に
一
切
関
わ
っ
て
い
な
い
。

領
域
別
評
価
　
大
学
運
営
分
野

職
位
：

大
学

運
営

Ⅰ
．
委
員
会
活
動
等
の
状
況

役
職
等
名
、
就
任
期
間
を
そ
れ
ぞ
れ
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

Ⅱ
．
入
試
業
務
に
関
す
る
活
動
状
況

実
施
内
容
（
作
問
、
採
点
、
面
接
、
監
督
の
別
）
、
実
施
時

期
を
そ
れ
ぞ
れ
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

（
全
学
委
員
会
、
セ
ン
タ
ー
関
係
）

（
学
部
委
員
会
、
セ
ン
タ
ー
関
係
）

以
下
に
該
当
す
る
事
項
が
あ
る
場
合
は
、
内
容
を
客
観
的
か
つ
簡
潔
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

①
上
記
Ⅰ
～
Ⅲ
だ
け
で
は
評
価
で
き
な
い
大
学
運
営
に
関
す
る
評
価
す
べ
き
事
項

②
前
年
度
の
評
価
を
受
け
て
改
善
し
た
事
項

部
局
長
は
上
記
に
つ
い
て
0
～
1
0
点
の
範
囲
内
で
加
点
す
る
。

Ⅲ
．
そ
の
他
の
学
内
業
務

上
記
Ⅰ
、
Ⅱ
以
外
の
学
内
業
務
の
状
況
に
つ
い
て
、
客
観
的

か
つ
簡
潔
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

例
）
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
係
る
業
務
、
学
生
募
集
に
係

る
講
義
な
ど
（
評
価
対
象
に
つ
い
て
は
部
局
長
が
判
断
し
ま

す
）

上
記
Ⅰ
、
Ⅱ
以
外
の
学
内
業
務
に
つ
い
て
も
行
い
、
積
極
的
に
部
局
の
運
営
に
関
わ
っ
た
。
か
つ
、
部
局
長
か
ら
指
示
の
あ
っ
た
業
務
に
つ
い
て
特

筆
す
べ
き
事
項
を
担
っ
た
。

上
記
Ⅰ
、
Ⅱ
以
外
の
学
内
業
務
に
つ
い
て
も
行
い
、
積
極
的
に
部
局
の
運
営
に
関
わ
っ
た
。

上
記
Ⅰ
、
Ⅱ
以
外
の
学
内
業
務
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
関
わ
っ
て
い
な
い
。



様式第２号（第８条第２項関係） 

  年  月  日 

（評価対象者名を記入） 

            様 

（部局長等名を記入） 

長 

 

   年度教員年度別業績評価結果について（通知） 

 

 標記について、公立大学法人長野大学教員年度別業績評価要綱（以下、「評価要綱」と

いう。）第８条第２項の規定により、次のとおり通知します。 

 なお、評価結果について不服がある場合には、評価要綱第１０条第１項の規定により人

事委員会に不服を申し立てることができます。この場合、不服申立書（評価要綱第１０条

第２項別紙様式第３号）を  年  月  日までに、人事委員会委員長へ提出してくだ

さい。 

 

 

   年度教員年度別業績評価結果 

総合評価  

摘要 

Ａ・・・特に優れている 

Ｂ・・・優れている 

Ｃ・・・規準に達している 

Ｄ・・・改善の余地あり 

Ｅ・・・改善を要する 

領域別評価 

教育 研究 大学運営 社会・地域貢献 

    

部局長所見 

 

 



様式第３号（第１０条第２項関係） 

  年  月  日 

人事委員会委員長 様 

（不服申立者名を記入） 

㊞ 

 

  年度教員年度別業績評価結果に対する不服申立書 

 

   年  月  日付で通知の   年度教員年度別業績評価結果について、公立大学

法人長野大学教員年度別業績評価要綱第１０条第２項の規定により、次のとおり不服を申

し立てます。 

 

 

申し立て内容 申し立ての理由 

  

 

 



様式第４号（第１２条第４項関係） 

  年  月  日 

（評価対象者名を記入） 

            様 

（部局長等名を記入） 

長 

 

   年度教員年度別業績評価結果（再評価）について（通知） 

 

 標記について、公立大学法人長野大学教員年度別業績評価要綱第１２条第４項の規定に

より、次のとおり通知します。 

 

 

   年度教員年度別業績評価結果（再評価） 

総合評価  

摘要 

Ａ・・・特に優れている 

Ｂ・・・優れている 

Ｃ・・・規準に達している 

Ｄ・・・改善の余地あり 

Ｅ・・・改善を要する 

領域別評価 

教育 研究 大学運営 社会・地域貢献 

    

部局長所見 
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